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研究成果の概要（和文）：　メンタルモデルの構成要素として、主情報、副情報及び関連情報の３要素を考案
し、それらの事前評価と事後評価の時間変容による変化を調べた。Sモデルはメンタルモデル構築に有効で、Fモ
デルはストーリーなどによる文脈構築に役立つのが分かった。Sモデルの構築により、システムの本質が分かる
ので、Sモデルによるメンタルモデルの保持が、Fモデルの場合よりも効果的である。モノに関するメンタルモデ
ルの上位概念である社会メンタルモデルでは、Sモデルに相当する人々の価値構造とFモデルに対応した人々の行
動を検討する必要がある。操作のメンタルモデルの予測は、ユーザのメンタルモデルのレベル、手がかりの有無
によって可能となる。

研究成果の概要（英文）：A pre and ex-post evaluation method was proposed as the method of evaluating
 design, and the test was done. A new main, sub and related information were also proposed based on 
the useful, usable and desirable aspects of products,and the temporal change of mental model was 
examined using three information.The structural model is useful for constructing a mental model. 
While functional models can create context using a story or other elements, they are also useful for
 constructing a mental model. As structural model can show the essence of systems, it can keep 
memory of systems than the functional model.Social mental model is superordinate concept of mental 
model of products. It should be examined based on value structure of peoples equivalent to the 
structural model, and behavior of users equivalent to functional model. The operational mental model
 can be understood based on level of understanding of mental model and presence or absence of cue.

研究分野： 応用人間工学、デザイン

キーワード： メンタルモデル　社会メンタルモデル
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、デザインする対象が複雑化、大型システム化しており、例えば、羽田空港や地下鉄などで、目的地まで歩
く距離が長く、複雑になり、構内の方向を示すサイン表示だけでなく、距離を表示している例が増えている。ま
た、我々が買い物をする時、ストレスなく商品を購入できるオムニチャンネルが今後発展するといわれ、時間が
重要な要素となっている。多忙な現代人にとって、ストレスなく、時間をかけずに注文できるかがポイントであ
る。このような状況で時間軸を加えたメンタルモデルの研究はモノ・コト作りにおいて有意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１. 研究開始当初の背景 

従来のメンタルモデルの概念ではデザインできない事例が増加している。 

1980年代に提唱された Johnson-Lairdのメンタルモデルから最近の Normanのメンタルモデルまで、

ほとんどが空間の視点でメンタルモデルを捉えていた。しかし、近年、デザインする対象が複雑化、大型

システム化しており、例えば、羽田空港や地下鉄などで、目的地まで歩く距離が長く、複雑になり、構内

の方向を示すサイン表示だけでなく、距離を表示している例が増えている。また、我々が買い物をする

時、ストレスなく商品を購入できるオムニチャンネルが今後発展するといわれ、時間が重要な要素となっ

ている。多忙な現代人にとって、ストレスなく、時間をかけずに注文できるかがポイントである。前者のサ

インで距離を示すのは時間的要素であり、後者のネットワーク化された買い物でも、いつ注文して、いつ、

どこで入手するのか、つまり、時間が重要な要素となっている。このように近年、注目されているサービス

デザインにも活用できるように検討する必要がある。 

 

２. 研究の目的 

過去、申請者が行ってきたメンタルモデルの研究成果は、 Structural model （構造モデル）と

Functional model （機能モデル）をベースとした内容である。近年、サービスデザインが我々の生活に影

響を持ち、時間の要素が重要になっている。この時間を Temporal model(時間モデル)として提唱し、従

来のメンタルモデルの構造モデルと機能モデルに、この時間モデルを追加して、メンタルモデルの概念

を拡張化する。この拡張化により、平面から立体へと幅広く、視野を持つことができ、複雑化し大型化し

たシステムに対してもデザインすることができるようになる。４つの提案ポイントは次の通りである。①メン

タルモデルの時間変容の把握、②Structural model（Sモデル）と Functional model（F モデル）

の時間遷移に対する効用、③操作待機時間のメンタルモデル構築に対する影響、④メンタルモデ

ルの上位概念である社会メンタルモデルの明確化。 

 

３. 研究の方法 

①メンタルモデルの時間変容の把握 

使用前と使用後でのメンタルモデルがどのように変わるのか、思考と実験をおこなった。 

「事前確認―事後評価」を構想し、どのように変化するのか調査した。 

②メンタルモデルを構築する Structural model（S モデル）と Functional model（Fモデル）が

時間遷移に対し、どのような効用があるのか調べた。 

 実験協力者が与えられた木製のブロックを指示通り組み立てられるか調べた。更に、5日後に

指示なしで組み立てられるかその程度を調べた。 

③機器・システムを操作する際のタスク間の操作待機時間がユーザのメンタルモデル構築に、ど

のように影響するのか調べた。 

 あるタスクのみ待機時間がかかる機器（CD プレイヤー）を実験協力者に操作してもらい、評

価をしてもらった。 

④モノのメンタルモデルの上位概念である社会メンタルモデルの特性を考察した。 

 
４. 研究成果 

(1)メンタルモデルの時間変容の把握は、システムの属性である「有用性(useful)」「利便性

(usable)」「魅力性 (desirable)」の 3 要素の変動により可能である。この観点から、それらの

デザインを評価する方法として、「事前評価―事後評価」を構築し、実験を行った。更にこの考

え方を展開させて、情報に焦点を当ててメンタルモデルの構成要素として、主情報、副情報及び



関連情報の３要素を考案し、それらの事前評価と事後評価の時間変容による変化を調べた。主情

報、副情報と関連情報をパラメータとして、各種製品を評価して、8つのメンタルモデルのバリ

エーションがあるのが分かった。  

(2)ブロック組み立てによる Structural model（S モデル）と functional model(Fモデル）の効

用について定量的に把握した。 ある形状をしたブロックを組み立ててもらうために実験を行っ

た。結果として、Sモデルはメンタルモデル構築に有効で、Fモデルはストーリーなどによる文

脈構築に役立つのが分かった。Sモデルの構築により、システムの本質が分かるので、S モデル

によるメンタルモデルの保持が、F モデルの場合よりも効果的である。 

システムの構造をユーザに考えさせる機会を提供することは重要で、画面デザイン、マニュア

ルなどで、最初に Sモデルを提示することは、ユーザがシステムを理解する上で有効な手段であ

る。ユーザ体験は S・F モデルだけでなく重要なデザイン要素であるのが判明した。 

(3)機器・システムを操作する際のタスク間の操作待機時間がユーザのメンタルモデル構築に、

どのように影響するのか調べた。道具や機器の状況を見て、ユーザは操作を行うので、タスク間

に約 2 秒以上待機時間が多くなる場合はユーザが混乱するのが分かった。ユーザ側にその情報

を提供することにより、正しいメンタルモデルを構築するのが分かった。その提供方法は ①待

機時間をタスクとして位置づける。②次に行うタスクの明記の 2 項目である。 

(4)モノに関するメンタルモデルの上位概念である社会メンタルモデルでは、Sモデルに相当す

る人々の価値構造とFモデルに対応した人々の行動を検討する必要がある。操作のメンタルモデ

ルの予測は、ユーザのメンタルモデルのレベル、手がかりの有無によって、可能となる。 
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